
現在、世界的に食の安全が脅かされています。 

当藩国でもこの事態に対する備えとして 
食品に対するトレーサビリティー制度の導入をいたします。 

現在トレーサビリティー制度はNACによって整備されています。 
NACは農業研究などを行っている組織で、 

食品に関わる組織としては最も中立性の高い組織です。 

当藩国では皆さんの安全の為にこの制度を整備してくださったNACへ感謝するとともに 
この制度によって皆さんの食の安全を確保して行きたいと思います。 

一般流通の中に検査工程や記録義務などが発生する為、 
皆さんに負担をおかけする部分があるかもしれません。 

ですが我々も協力し、出来る限り負担を小さくしていきたいと 
考えております。 

ご協力お願い致します。 

くぎゃ～と鳴く犬 

トレーサビリティ

○トレースバック

　対象とする物品に対して関心を示した人間（代表例は消費者）が、その物品の履歴をさかのぼって、物品の生産履歴を見ることは、
トレーサビリティ（トレースバック）によってもたらされる。 

○トレースフォワード

　対象とする物品に問題が発見された時、その物品が販売された特定顧客に対してピンポイントで商品の回収を行うことは、トレー
サビリティ（トレースフォワード）によってもたらされる。 

───フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』より転載 

いつ、どこから入荷し、どこへ出荷したかを各事業者が個々に記録しておくことにより、食品がどこから来てどこへ行ったかわかる
ようにしておくこと。 

※トレーサビリティは生産履歴を記録・開示することではない。 

大きな流れは以下の通り 
●農産物生産段階 

　生産段階で作成・保存するもの 
　【品目・出荷日・出荷先・出荷量】 

↓↑ 
●流通段階 

　流通段階で作成・保存するもの 
　【品目・出荷日・出荷先・出荷量】 
　【品目・仕入日・仕入元・仕入量】 

↓↑ 
●小売段階 

　小売段階で作成・保存するもの 
　【品目・仕入日・仕入元・仕入量】 

↓↑ 
●消費者 

トレーサビリティが確立されていれば、問題が発生した際、

１．問題のあった商品を特定して、その商品だけを迅速に回収でき、 
２．流通での問題の発生とその原因を速やかに特定し、 

３．問題のあった流通を通らない安全な他の流通ルートを確保することにより、安定的に供給でき、生産者、消費者等にとって大き
なメリットが生じる。 



/*/ 

食品トレーサビリティシステムは、食品の取扱いの記録を残すことにより、食品の移動を把握できるようにする仕組みで、食品事故
が発生した場合にもその製品回収や原因究明を容易にすることや、情報の伝達や検証により、表示などの情報の信頼性を高め、消費

者が安心して食品を購入できるようにする為のものである。 

ＮＡＣではこのシステムを導入し、消費者が安心していただけるよう活動を行っていきます。 

今までは、品目以外の部分の記載はありましたが、品目の内容までは記載しておらず、今後きちんと入荷した食料をＮＡＣ研究所・
安全管理部門の担当者に細かくチェックをさせ確認をした上での入荷とし、【品目】【仕入日】【仕入元】【仕入量】をしっかり

と記録をしていく。 
また、出荷する際には【品目】【出荷日】【出荷先】【出荷量】の記載を明確にし、ＮＡＣからの安全確認済シールや安全確認済の

記載をした上で出荷をするようにしていく。 

１．入荷 
ＮＡＣ研究所・安全管理部門の担当者がその食料をチェック（※１）し下記の内容を記入する。 

【品目】 
【仕入日】 
【仕入元】 
【仕入量】 
【担当者名】 

※１：チェックする内容は以下の通り 
生産段階で作成・保存している、 

【品目】【出荷日】【出荷先】【出荷量】に相違がないかどうかの確認。 
併せてその食料が確実に安全なのかどうかの確認。 

２．出荷 
ＮＡＣ研究所・安全管理部門の担当者がその食料の出荷終了まできちんと立会チェックを行い下記の内容を記入する。 

【品目】 
【出荷日】 
【出荷先】 
【出荷量】 
【物流会社】 

【安全記載チェック】 
【担当者名】 

３．記録 
１・２の流れにかかわる情報をきちんと整理・記録・保存をしておく。担当者は下記の内容を記入する。 

【品目】 
【仕入日】 
【仕入元】 
【仕入量】 
【担当者名】 

【品目】 
【出荷日】 
【出荷先】 
【出荷量】 
【物流会社】 

【安全記載チェック】 
【担当者名】 

【整理・記録・保存担当者名】
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